
「
鎖
国
論
」

「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」

の
読
書
痕
跡
、
を
追
っ
て

国
立
台
湾
大
学
長
沢
文
庫
訪
書
記

と

大
島

明
秀

は
じ
め
に

件
の
「
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
」
が
起
こ
る
約
一
ヶ
月
前
、
三

月
二

O
日
か
ら
二
二
日
に
か
け
て
、
年
休
を
利
用
し
台
湾
に
飛
ん
だ
。

目
的
は
国
立
台
湾
大
学
で
の
志
筑
忠
雄
関
連
資
料
の
調
査
で
あ
っ

た
。
以
下
そ
の
概
要
を
簡
単
に
報
告
し
た
い
。

一
、
国
立
台
湾
大
学
総
図
書
館

国
立
台
湾
大
学
は
、
旧
日
本
統
治
時
代
の
台
北
帝
国
大
学
を
そ
の

ル
l
ツ
と
す
る
。
第
二
次
大
戦
後
は
、
中
華
民
国
が
接
収
し
、
乙
の

名
前
に
改
称
し
て
現
在
に
至
る
。

雰
囲
気
の
あ
る
正
門
を
く
ぐ
り
、
大
学
の
主
要
道
で
あ
る
「
榔
林

大
道
」
に
出
る
と
、
両
側
に
旧
帝
大
時
代
の
赤
煉
瓦
造
り
、
バ
ロ
ッ

ク
様
式
の
建
物
が
見
え
る
。

お
目
当
て
の
総
図
書
館
で
あ
る
が
、
手
元
の
地
図
に
は
「
榔
林
大

道
」
に
出
て
少
し
進
ん
だ
と
と
ろ
の
左
側
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
古
い
情
報
で
、
目
下
乙
の
旧
総
図
書
館
の

建
物
に
は
校
史
館
が
入
っ
て
い
る
。

正門

唱

E
i

t
E
A
 

図1

現在の総図書館図2

「
榔
林
大
道
」
を
突
き
当
り
ま
で
行
く
と
、
両
側
に
榔
子
並
木
を

備
え
た
ま
ま
一
面
に
芝
生
が
広
が
る
ス
ペ
ー
ス
に
出
る
が
、
新
総
図

書
館
は
そ
の
向
こ
う
に
所
在
し
て
い
る
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
五
階
建
て
。
新
し
い
施
設
で
あ
る
も

の
の
、
他
の
建
物
に
調
和
す
る
よ
う
、
褐
色
の
タ
イ
ル
を
貼
り
、
大

き
な
玄
関
ポ
l
チ
老
備
え
て
い
る
。

威
厳
の
あ
る
外
観
、
主
要
道
の
最
奥
に
鎮
座
す
る
配
置
と
そ
こ
に

至
る
景
観
な
ど
か
ら
、
国
立
台
湾
大
学
は
こ
の
図
書
館
を
「
知
」
の

総
体
と
し
て
捉
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
い
か
に

尊
重
し
て
い
る
か
が
伝
わ
っ
て
く
る
。



二
、
調
査
し
た
資
料

受
付
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
し
、
各
種
入
館
手
続
き
を
済
ま
せ
五

階
の
珍
蔵
室
へ
向
か
う
。
乙
こ
に
は
近
世
後
期
の
国
学
者
で
、
類
題

和
歌
集
を
は
じ
め
と
し
た
文
芸
活
動
に
精
力
を
注
い
だ
傍
ら
、

至
る

資
料
で
排
外
的
発
言
を
唱
え
た
紀
州
和
歌
山
藩
士
・
長
沢
伴
雄

（
一
八

O
八
（
）
五
九
）
の
関
係
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
高
橋
昌

彦
氏
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
し
た
目
録
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
昭
和
七

年
二
月
に
台
北
帝
国
大
学
が
古
書
国
・
杉
本
梁
江
堂
か
ら
買
い
上
げ

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
受
入
当
時
は
五

O
五
点

一
、二
六
九
聞
を
数

え
て
い
た
が
、
最
近
の
調
査
で
は
八
二
三
点

一
、
六

O
O冊
が
確
認

さ
れ
て
い
る
1
0

そ
の
中
か
ら
、
今
回
は
事
前
に
長
沢
自
筆
本
の

「時
世
論
」

と
、

志
筑
忠
雄
訳

「阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
転
写
本
と
目
さ
れ
る
「
文
化
甲

子
魯
西
亜
国
王
呈
和
文
之
上
書

文
化
甲
子
魯
西
亜
国
横
文
和
解
傍

釈
2

」
と
い
う
こ
写
本
の
閲
覧
を
予
約
し
て
い
る
。

珍
蔵
室
は
小
展
示
も
あ
り
な
か
な
か
楽
し
め
る
空
間
で
あ
る
が
、

他
の
閲
覧
者
が
不
在
で
静
寂
が
広
が
っ
て
い
た
。
こ
こ
を
管
轄
し
て

い
る
職
員
の
林
雅
悪
さ
ん
と
通
訳
に
当
た
っ
て
く
れ
た
学
生
は
非
常

に
丁
寧
か
つ
親
切
な
対
応
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
の
、
「
撮
影
禁

止
で
、
三
枚
ま
で
複
写
の
み
可
」
、
と
い
う
館
の
方
針
は
外
国
か
ら

来
た
身
と
し
て
は
非
常
に
厳
し
い
。
と
に
か
く
限
ら
れ
た
時
間
で
筆

記
・
転
写
あ
る
の
み
。

（
一
）
「
時
世
論
」

本
資
料
に
ケ
ン
ペ
ル
原
著
、
志
筑
忠
雄
訳

「鎖
国
論
」
を
典
拠
と

し
た
発
言
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
実
は
随
分
以
前
に
川
平
敏
文
氏

よ
り
御
教
示
い
た
だ
い
て
い
た
。
「
時
世
論
」
は
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
七
月
に
成
さ
れ
た
長
沢
伴
雄
の
自
筆
稿
本
で
、

書
籍

解
題
に
は
「
中
国

・
朝
鮮
、
あ
る
い
は
阿
蘭
陀
な
ど
と
比
較
し
て
、

日
本
は
自
給
自
足
可
能
な
国
で
あ
る
と
し
、

鎖
国
を
推
し
進
め
て
交

易
通
商
を
拒
む
べ
き
こ
と
を
説
い
た
も
の
3
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る。

領
鼠
論
ム

「鎖国論」の内題 （架蔵）
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と
こ
ろ
で
筆
者
は、

嘉
永
七
年
（

一
八
五
四
）
四
月
序
「
神
風
挫

夷
軍
談
」
巻

一
「大
日
本
国
ハ
世
界
万
国
の
冠
固
た
る
事
」
に
お
い
て
、

長
沢
伴
雄
、
か
「
鎖
国
論
」
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た

こ
と
が
あ
る。

該
当
記
述
は
左
の
通
り
。



か
に
か
く
に
稲
穀
ハ
皇
国
に
所
生
を
以
て
世
界
第
一
と
為
る
事

な
り
と
い
う
に
愉
快
く
め
で
た
き
事
な
ら
す
や
。
そ
の
他
に
金

銀
、
鋼
鉄
、
材
木
、
繭
糸
、
紙
漆
、
器
物
に
い
た
る
ま
で
其
物
々

ヨ

ノ

ツ

ネ

シ

カ

ノ
ミ
ナ
ラ
ス

サ

カ

の
凡
庸
な
ら
さ
る
、
加
之
人
民
の
性
質
剛
直
に
て
義
勇
に
厚

ヨ
ノ
ナ
カ

き
事
ま
た
宇
宙
第
一
の
冠
固
な
る
よ
し
は
、
既
に
阿
蘭
陀
人

ケ

ン

フ

レ

ン

ク

ハ

夕
、
ウ
ラ
ヤ
ミ

検
」
小
夫
か
日
本
志
に
悉
し
く
称
へ
羨
た
る
に
で
も
知
ら
れ
た

イ

り
。
知
此
世
に
秀
れ
て
美
固
な
る
は
、
上
に
云
へ
る
ご
と
く

モ
ト
ツ
ミ
ク
ニ

ケ
ン
フ

レ
ン

神
聖
の
本
津
御
固
な
れ
ば
そ
か
し
［
：
・
］
阿
蘭
陀
人
検
か
夫
か

ホ

メ

ウ
ラ
ヤ
ミ

大
日
本
を
称
讃
羨
た
る
事
と
も
は
、
志
筑
忠
雄
か
鎖
国
論
、

ま
た
官
井
淡
山
か
紅
毛
地
志
訳
言
に
見
え
た
り
4

加
え
て
、
長
沢
は
「
神
風
挫
夷
軍
談
」
と
同
時
期
に
編
ん
だ
と
見

ら
れ
る
「
挫
夷
本
論
」
で
も
同
趣
の
発
言
を
行
っ
て
い
る
。
本
の
至

る
所
で
「
鎖
国
論
」
に
基
づ
い
た
記
述
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で

は
特
に
象
徴
的
な
箇
所
を
引
い
て
お
こ
う
。

カ

ク

サ

コ

ク

加
知
件
富
鏡
堅
固
の
国
法
を
夷
虜
と
も
ハ
鎖
国
と
号
け
、
人
心

ケ
ン
フ
レ
ン

偏
小
に
て
狭
政
な
り
と
誹
る
事
と
そ
。
其
は
和
蘭
人
検
か
夫
か

鎖
国
論
【
こ
の
書
は
検
信
夫
か
著
し
た
る
日
本
志
の
中
よ
り
監

要
の
論
説
と
も
を
抜
粋
し
て
長
崎
人
志
筑
忠
雄
か
翻
訳
せ
る
書

な
り
】
、
又
紅
毛
地
理
志
訳
言
【
こ
は
江
戸
人
青
井
淡
山
か
翻

訳
書
な
り
】
な
と
に
件
の
趣
を
委
し
く
記
し
て
甚
く
賞
美
し
た

る
を
も
思
ふ
ヘ
し
。
彼
等
も
実
は
己
れ
か
国
を
も
皇
国
の
如

く
鎖
国
の
良
法
を
建
ま
ほ
し
き
な
め
れ
と
、
彼
国
ハ
元
よ
り
他

邦
に
通
商
交
易
せ
ず
て
は
立
か
た
き
国
体
な
る
か
故
に
止
事
を

得
す
然
か
有
な
り
5

以
上
の
よ
う
に
、
長
沢
は
「
鎖
国
論
」
を
万
国
に
お
け
る
日
本
の

優
位
性
を
説
く
た
め
の
典
拠
と
し
て
用
い
て
い
る
が
、
乙
れ
は
既
に

平
田
派
の
国
学
者
間
で
古
典
化
さ
れ
て
い
た
利
用
法
で
あ
り
、
言
い

換
え
れ
ば
日
本
の
優
秀
性
老
唱
え
る
際
の
常
套
手
段
で
あ
っ
た
。
そ

れ
で
は
両
資
料
に
先
駆
け
て
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
七
月
に
著
し

た
「
時
世
論
」
で
は
い
か
な
る
利
用
法
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

つd
司
l
ム

［件
］

さ
て
如
口
富
鏡
堅
固
の
国
法
を
夷
虜
と
も
ハ
鎖
国
と
号
け
、
人

ケ
ン
ロ

ル
ロ

心
偏
小
に
て
狭
政
な
り
と
誹
る
事
と
そ
。
其
は
和
蘭
人
検
か
夫

か
鎖
国
論
【
乙
の
書
は
検
か
夫
か
著
た
る
日
本
志
の
中
よ
り
藍

要
の
論
説
と
も
を
抜
翠
し
、
長
崎
志
筑
忠
雄
か
翻
訳
せ
る
書
な

り
〕
ま
た
紅
毛
地
理
志
訳
言
【
乙
は
江
戸
人
菅
井
淡
山
か
翻
訳

書
也
】
な
と
に
件
の
趣
を
委
し
く
記
し
て
甚
く
賞
美
し
た
る
そ

も
思
ふ
ヘ
し
。
彼
等
も
実
ハ
己
レ
か
国
を
も
皇
国
の
如
く
鎖

タ
テ

国
の
良
法
を
建
ま
ほ
し
き
な
め
れ
と
、
彼
国
は
も
と
よ
り
他
邦

に
通
商
交
易
せ
ず
て
ハ
立
か
た
き
国
体
な
る
か
故
に
止
事
を
得



す
然
か
あ
る
な
り
6

合
二
「
文
化
甲
子
魯
西
亜
国
王
呈
和
文
之
上
書

亜
国
横
文
和
解
傍
釈
」

当
該
資
料
は
、
志
筑
忠
雄
訳
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
に
遡
る
作
品
在

所
収
し
て
お
り
、
現
存
す
る
八
点
目
の
資
料
で
あ
る
こ
と
は
以
前
拙

稿
で
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
際
資
料
は
解
題
目

録
に
基
づ
い
て
書
誌
を
記
し
た
が
、
再
度
左
に
書
誌
を
掲
げ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
実
見
し
た
成
果
を
反
映
さ
せ
た
7
0

文
化
甲
子
魯
西

台
湾
大
学
図
書
館
（
長
沢
文
庫
）

法
量
二
工
ハ
・
九
×
一
八
・
二
糎

形
態
一
写
本
、
一
冊

紙
数
二
四
丁
（
表
紙
を
除
く
）

表
記

一
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

外
題

一
文
化
甲
子
魯
西
亜
国
王
呈
和
文
之
上
書

西
亜
国
横
文
和
解
傍
釈

内
題
一
阿
羅
祭
亜
来
歴

（志
筑
）
政
文
の
年
記
・
署
名
一
寛
政
七
卯
口
月
日

雄
訳

大
槻
政
文
の
年
記
・
署
名
一
発
丑
十
月
録

蔵
書
印
記
一
な
し

備
考
一
前
半
は
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
、
後
半
は
文
化
元
年

（
一
八

O
四
）
に
ロ
シ
ア
か
ら
奉
ら
れ
た
日
本
語
書
状

の
写
し

一
巻
末
に
識
語
「
天
保
六
乙
未
年
［
一
八
三
五
］
五
月
廿

八
日
令
写
畢
／
同
七
月
廿
八
日
一
校
畢
／
長
沢
伴
雄
」

（
朱
）
あ
り

一
本
資
料
は
二
政
文
系
統
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
8

一
戦
災
焼
失
し
た
磯
川
文
庫
旧
蔵
「
魯
西
亜
国
王
皇
国
文

之
上
書
／
魯
西
亜
人
止
白
里
併
有
来
歴
」
と
内
容
を
同

じ
く
す
る
資
料
か

文
化
甲
子
魯

仮
名
遣
い
や
漢
字
の
当
て
方
、
も
し
く
は
送
り
仮
名
に
僅
か
な
異

同
が
見
え
る
が
、
一
瞥
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
「
挫
夷
本
論
」
と
同

じ
文
章
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
「
時
世
論
」
が
一
五
丁
の
小
冊
子
で
あ
る
一
方
、
お
よ
そ

五
年
後
に
完
成
し
た
「
挫
夷
本
論
」
は
序
・
肢
を
抜
い
て
五
五
丁
に

及
、
ぶ
冊
子
で
、
「
神
風
挫
夷
軍
談
」
に
至
つ
て
は
六
冊
に
わ
た
る
大

部
で
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。

以
上
を
勘
案
す
る
と
、
「
時
世
論
」
は
、
「
挫
夷
本
論
」
（
「
神
風
挫

夷
軍
談
」
）
成
立
過
程
に
お
け
る
前
段
階
、
つ
ま
り
は
草
稿
と
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
、
嘉
永
二
年
七
月
の
時
点
で
、
長
沢
伴
雄
は
「
鎖

国
論
」
中
信
か
よ
う
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

志
筑
忠
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先
述
の
「
時
世
論
」
、
「
神
風
挫
夷
軍
談
」
、
「
挫
夷
本
論
」
の
よ
う
に
、

長
沢
に
は
異
国
に
関
す
る
情
報
や
同
時
代
の
対
外
関
係
を
論
じ
た
著

作
が
あ
る
が
9
、
そ
の
情
報
源
と
し
て
、
志
筑
忠
雄
の
訳
書
の
中
で

あ
ま
り
普
及
し
な
か
っ
た
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
ま
で
入
手
し
て
い
た

こ
と
は
興
味
深
い
日

さ
て
、
資
料
は
全
体
的
に
虫
損
が
ひ
ど
く
、
所
々
で
判
読
で
き
な

い
箇
所
が
あ
る
が
、
内
容
が
分
か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
な

お
、
後
半
の
作
品
「
文
化
甲
子
魯
西
亜
国
横
文
和
解
傍
釈
」
は
、
文

章
の
順
序
は
前
後
す
る
も
の
の
、
文
化
三
年
（
一
八

O
六
）
頃
に
大

槻
玄
沢
が
ロ
シ
ア
情
報
を
ま
と
め
た
「
北
辺
探
事
」
中
の
、
レ
ザ
ー

ノ
フ
（

Z
E
E
3
5
＝。F
H
U
N
8
2）
と
持
参
し
た
信
牌
を
め
ぐ
る

記
述
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
こ
れ
に
遡
る
資
料
と
見
て
よ
い
だ
ろ

予つ
l
oま
た
、
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
志
筑
忠
雄

訳
本
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
、
礁
川
文
庫
旧
蔵
の
「
魯
西
亜
国
王

皇
国
文
之
上
書
／
魯
西
亜
人
止
白
里
併
有
来
歴
」
に
も
注
目
し
た
い
。

当
該
本
は
戦
災
焼
失
し
現
存
在
見
な
い
が
、
ま
ず
、
前
半
の
資
料
名

が
台
湾
本
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
。
次
に
、
後
半
の
資
料

名
「
魯
西
亜
人
止
白
里
併
有
来
歴
」
は
間
違
い
な
く
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」

に
遡
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
二
点
を
勘
案
す
る
と
、
磯
川
文
庫

旧
蔵
本
と
台
湾
本
は
同
種
の
写
本
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

磯
川
文
庫
旧
蔵
本
が
、
台
湾
本
の
後
半
部
分
に
該
当
す
る
記
述
を
備

｛

i
h

、ti

え
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

と
き
に
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
は
資
料
に
よ
っ
て
「
魯
西
亜
志
附
録
」

や
「
羅
祭
亜
来
歴
」
な
ど
異
名
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、

台
湾
大
学
蔵
本
（
以
下
、
台
湾
本
）
の
内
題
は
、
こ
の
資
料
の
原
題

で
あ
る
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
士
山
筑
忠
雄

と
大
槻
玄
沢
の
両
政
文
を
有
し
、
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
諸
本
の
う
ち

最
も
原
型
に
近
い
と
目
さ
れ
る
洲
本
本
と
同
系
統
に
属
す
る
。
な
お
、

文
章
を
見
て
も
、
洲
本
本
、
台
湾
本
と
も
に
西
暦
一
六
八
八
年
に
「
康

照
二
十
五
年
J

と
誤
っ
た
注
を
付
し
て
い
る
点
で
特
徴
そ
同
じ
く

す
る
な
ど
一
致
点
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
洲
本
本
の
志
筑
政
文
で
は
、
原
著

F
8
2
F田
5
－gq
D
『新

旧
東
イ
ン
ド
誌
』
日
に
つ
い
て
、
「
フ
ラ
ン
ソ
イ
ス
ハ
レ
ン
テ
イ
ン

が
著
せ
る
凶
」
と
著
者
名
の
読
み
を
正
確
に
表
記
で
き
て
い
る
の
に

o
 

対
し
、
台
湾
本
で
は
「
フ
ラ
ン
ソ
イ
ス
ハ
レ
ン
テ
イ
ン
列
著
せ
る

J

と
、
格
助
詞
の
「
が
」
を
「
グ
」
と
読
み
違
い
、
さ
ら
に
人
名

の
一
部
と
捉
え
て
い
る
問
。
た
だ
一
方
で
、
洲
本
本
で
は
、
書
写
者

が
草
書
の
「
高
」
を
読
み
誤
っ
て
「
馬
」
と
理
解
し
、
カ
ス
ピ
海
を
「
北

馬
海
」
と
記
述
し
て
い
る
の
に
対
し
げ
台
湾
本
で
は
「
北
高
海
」

と
正
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
ロ
シ
ア
の
通
貨
単
位
ル
ー
ブ
ル
の
注
に
至
つ
て
は
、
オ
ラ

ン
ダ
の
旅
行
研
究
家
ス
ト
ロ
イ
ス

G
E
E
5
8
田
2
3）
に
つ
い
て
、

洲
本
本
で
は
「
ト
ト
ロ
イ
ス
叶
い
ふ
者
同
」
と
格
助
詞
「
と
」
を
人

名
の
一
部
と
誤
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
台
湾
本
で
は
「
ス
ト
ロ
イ
ス

-15-



と
い
ふ
者
」
と
正
確
に
記
述
し
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
通

貨
ギ
ル
ダ
ー
に
つ
い
て
は
、
洲
本
本
で
は
「
ギ
ュ
ル
ト
」
、
「
ギ
ュ

ル
ド
」

と
表
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、
台
湾
本
で
は

「
ギ
ュ
ル
」
と
明
ら
か

に
対
応
す
る
音
が
不
足
し
て
い
る。

洲
本
本
、
台
湾
本
と
も
に
表
記
上
の
誤
り
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
ど
ち
ら
が
よ
り
原
型
に
近
い
本
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
は
こ
こ
で
は
即
断
で
き
ず
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
台
湾
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

「時
世
論
」
、
「
文
化
甲
子

魯
西
亜
国
王
呈
和
文
之
上
書
文
化
甲
子
魯
西
亜
国
横
文
和
解
傍

釈
」
と
い
う
こ
資
料
を
通
し
て
、
長
沢
伴
雄
の
読
書
痕
跡
老
手
掛
か

り
に
、
志
筑
忠
雄
作
品
の
受
容
相
を
見
て
き
た
。

ま
ず
、
「
時
世
論
」
は
、
後
年
成
立
す
る
「
神
風
挫
夷
軍
談
」
や
「
挫

夷
本
論
」
の
草
稿
と
号
一

「
鎖
国
論
」
の
利
用
法
は
、
「
世
界
に
お
け
る
日
本
の
優
秀
性
」
を
説

く
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
か
か
る
引
き
方
は
平
田
派
の
国
学
者
間

で
古
典
化
さ
れ
て
い
た
方
法
で
あ
っ
た
。

次
に
、
「
文
化
甲
子
魯
西
亜
国
王
呈
和
文
之
上
書

文
化
甲
子
魯

西
亜
国
横
文
和
解
傍
釈
」
に
は
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
が
所
収
さ
れ

て
い
た
。
台
湾
本
は
洲
本
本
と
同
系
統
に
属
し
、
洲
本
本
と
並
ん
で

「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
原
型
に
近
い
、
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い

も
の
の
、

一
方
で
表
記
上
の
誤
り
が
散
見
さ
れ
た
。

「
時
世
論
」
に
お
け
る

「鎖
国
論
」

利
用
法
が
あ
る
種
予
想
で
き

る
も
の
で
あ
っ
た
に
対
し
、
台
湾
本

「阿
羅
祭
亜
来
歴
」
が
洲
本
本

と
並
ん
で
原
型
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、

加
え
て
、
そ
の
資
料

形
態
か
ら
、
焼
失
し
た
幻
の
醗
川
文
庫
旧
蔵
本
の
姿
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
た
こ
と
は
望
外
の
収
穫
で
あ
っ
た
。

注高
橋
昌
彦
主
編

『
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
典
蔵

「長
題
文
庫
」

解
題
目
録
』
（
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
、

二
O
二
二年）

「
解
題
」

以
頁
。
な
お、

書
名
の
繁
体
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
ま
た
、

こ
の
間
亀
井
森
氏
に
様
々
な
御
教
示
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
記

し
て
謝
意
を
表
す
る
。

以
下
、
資
料
名
や
引
用
文
は
現
在
通
用
す
る
字
体
に
改
め
た
。

前
掲
『国
立
台
湾
大
学
図
書
館
典
蔵
「
長
題
文
庫
」
解
題
目
録
』）、

二
五
七
頁
。

長
沢
伴
雄
「
神
風
挫
夷
軍
談
」
（
嘉
永
七
年
四
月
中
島
広
之
序
）
、

七
丁
表
i
八
丁
表
。
底
本
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
を
使

用
。
原
文
を
損
な
わ
ぬ
よ
う
開
字
は
底
本
に
従
っ
た
が
、
読
者

の
便
宜
上
引
用
文
に
は
句
読
点
を
付
し
た
。
ま
た
、
筆
者
に
よ

る
加
筆
は
角
括
弧
で
示
し
た
。
以
下
向
。
拙
著

『
「
鎖
国
」
と

い
う
言
説
l
ケ
ン
ペ
ル
著

・
志
筑
忠
雄
訳
『
鎖
国
論
』
の
受
容

p
hV
 

－E

－
 

2 3 4 



5 

史
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
二

O
O九
年
）
の
第
三
章
第
二

節
参
照
。
な
お
、
拙
著
で
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
を
利
用
し

た
の
で
引
用
文
が
異
な
っ
て
い
る
。

長
沢
伴
雄
「
挫
夷
本
論
」
（
安
政
元
年
冬
大
江
延
年
政
）
、
三

O

丁
表
j
裏
。
底
本
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
在
使
用
。
割

注
は
墨
付
括
弧
に
よ
っ
て
示
し
た
。
以
下
向
。

長
沢
伴
雄
「
時
世
論
」
（
嘉
永
二
年
七
月
稿
）
、
九
丁
表
j
一
O

了
表
。
底
本
は
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
蔵
本
を
使
用
。
虫
損
は

白
四
角
に
よ
っ
て
示
し
た
。

拙
稿
「
「
津
市
図
書
館
稲
垣
文
庫
蔵
「
東
砂
葛
記
」
に
つ
い
て

｜
志
筑
忠
雄
訳
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
一
転
写
本
」
（
『
国
文

研
究
』
第
五
九
号
、
二

O
一
四
年
）
、
三
頁
を
改
訂
し
た
。

拙
稿
「
志
筑
忠
雄
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
訳
出
と
そ
の
書
誌
」
（
『雅

俗
』
第
二
一
号
、
二

O
一
三
年
）
第
三
章
第
一
節
参
照
。

前
掲
『
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
典
蔵
「
長
題
文
庫
」
解
題
目
録
』

「
解
題
」
巴

1
巴
頁
。

志
筑
の
い
わ
ゆ
る
政
治
三
部
作
の
う
ち
「
鎖
国
論
」
は
普
及
し

た
が
、
残
る
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
と
「
二
国
会
盟
録
」
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ほ
ど
転
写
本
や
受
容
の
形
跡
は
確
認
で
き
な
い
。

拙
稿
「
志
筑
忠
雄
と
そ
の
言
説
」
（
『鳴
滝
紀
要
』
第
二
五
号
）
、

九
二
一
貝
。

大
槻
玄
沢
「
北
辺
探
事
」
（
大
友
喜
作
編
『
北
門
叢
書
』
第
六
冊、

国
書
刊
行
会
、
一
九
七
二
年
所
収
）
。

6 7 8 9 ハU
41
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13 12 

本
来
は
西
暦
一
六
八
六
年
に
相
当
。
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ぃ・

傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
向
。

「
ラ
」
の
右
側
に
付
さ
れ
た
白
丸
圏
点
は
、
乙
の
「
ラ
」
の
子

音
が
］
で
は
な
く
円
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

乙
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
志
筑
忠
雄
「
阿
羅
祭
亜
来

歴
」
の
訳
出
と
そ
の
書
誌
」
、
三
九
頁
参
照
。

乙
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
志
筑
忠
雄
「
阿
羅
祭
亜
来

歴
」
の
訳
出
と
そ
の
書
誌
」
、
三
九

1
四
O
頁
で
既
に
指
摘
し
た
。

見
せ
ケ
チ
は
底
本
に
従
っ
た
。

月

i
吋
E
よ

15 14 16 17 18 【
付
記
】
「
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
」
の
直
後
、
林
雅
悪
さ
ん
か
ら

安
否
を
気
遣
う
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。
調
査
時
の
み
な
ら
ず

帰
国
後
も
御
温
情
に
接
し
た
乙
と
を
書
き
留
め
て
お
く
。


